
 
 

 

 

 

テーマ：GLIM(Global Leadership Initiative on Malnutrition)基準 

GLIM 基準は、2018 年に初めて世界基準で提案された低栄養の診断基準です。 

 

Q．GLIM 基準はなぜ策定されたのですか？ 

A．低栄養の診断および栄養治療における世界的な基準のニーズが高まったことと、 

世界的かつ標準的な診断基準がなかったため ESPEN（欧州臨床代謝学会）、 

ASPEN（米国静脈経腸栄養学会）、JSPEN（現日本栄養治療学会）など 

各国栄養関連学会のリーダーが集まって策定されたという経緯があります。 

 

Q．GLIM 基準はなぜ重要なのですか？                    

A．GLIM 基準には注目すべき重要なポイントがいくつかあります。       

①“GLIM 基準”は低栄養の診断及び栄養治療における“世界の共通言語”  

              ②疾患関連性低栄養も考慮                        

              ③骨格筋の量と質を加味                         

              ④令和 6 年度診療報酬改定では回復期リハビリテーション病棟入院料 1 におい

て GLIM 基準が要件化        

 

Q．GLIM 基準の評価手順について教えてください。 

A．GLIM 基準は 3 つのステップで成り立っています。 

  ステップ 1 「栄養スクリーニング」 当院は MNA-SF（Mini Nutritional Assessment-Short Form） 

         栄養リスクあり 

  ステップ 2 「栄養リスク症例に対する低栄養診断」 
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表現型基準の 3 項目で、より高度な基

準値を超えたものが一つでもある場

合は重度低栄養と判定され、一つも該

当しない場合は中等度低栄養と判定 

ネスレ 回復期リハビリテーション病棟における重度栄養障害患者のための栄養管理 Support Book 引用 

表現型基準（フェノタイプ基準） 病因基準(エチオロジー基準) 

※アジア人ではよりコンセンサスを得るための研究を要する 

ステップ 3 「低栄養と診断された症例に対する重症度判定」 

体重減少 低BMI（kg/ｍ）2 筋肉量減少

□＞10％、過去6ヶ月以内

□＞20％、過去6ヶ月以上
□高度な減少 □高度な減少

表現型基準（フェノタイプ基準）

重度低栄養と

診断される項目

カットオフ値なし

まず表現型基準値

から 10％低い値に 



 

Ｑ．GLIM 基準臨床現場での活用方法は？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

11 ポイント以下で 「低栄養のリスクあり」 と判定 

                   低栄養リスクありはステップ 2 へ 

 

 

●表現型基準（フェノタイプ基準）筋肉量減少判定のポイント 

InBody or 下腿周囲長 or 上腕周囲長 を用いて判定する 

InBody（生体電気インピーダンス法（BIX））のカットオフ値 

四肢骨格筋量子数あるいは四肢徐脂肪体重指数 kg/㎡   

男性：＜7 女性：＜5.7 

 下腿周囲長のカットオフ値 

 日本人を対象とした研究で報告されている下腿周囲長カットオフ値  

男性：＜30 女性：＜29 

  

●病因基準（エチオロジー基準）判定のポイント 

食物消化吸収障害（例）：短腸症候群、膵機能不全、肥満手術後、消化管通過障害、 

嚥下障害、吐き気、嘔吐、下痢、便秘、腹痛 など 

  慢性の炎症性疾患（例）：心不全、うっ血性心不全、COPD、リウマチ、CKD、肝疾患、がんなど 

  急性の炎症性疾患（例）：感染症、やけど、外傷など ※病態が栄養状態に影響しているか判断必要 

ＣＲＰ測定は必須ではないですが、炎症の指標として有用です 

軽度：0.3～0.99ｍｇ/ｄＬ 中等度：1.0～5.0ｍｇ/ｄＬ 重度：5.0ｍｇ/ｄＬ 

ステップ 1 

「栄養スクリーニング」 

聴取方法がわからない 

場合はマニュアルに沿っ

て聞き取りましょう 

ステップ 2「栄養リスク症例に対する低栄養診断」 

上腕周囲長は上腕三頭筋皮下脂肪

厚の影響を受けますので、上腕周

囲長で低筋量を判断するのは難し

いです。できるだけ InBody や下

腿周囲長で筋肉量減少を判定しま

しょう☺ 


